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国道１６号の慢性的な渋滞の解消 

         安全・安心な歩行空間の確保を図る

～一般国道１６号 八王子拡幅～ 

～ 概 要 ～ 

国道 16号は神奈川県横浜市、相模原市、東京都八王子市、埼玉県さいたま市、千葉県千

葉市など都心から 30～40km 圏の主要な都市を通過する道路である。 

八王子拡幅は、八王子市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保を目的とした八王子市中野

上町から同市左入町までの延長 2.7km の現道拡幅事業（2→4車線）で、平成 30年 1月

の中野地区の稲荷坂交差点から中央道跨道橋付近までの約 0.4kmの 4車線化拡幅の完了

で、延長約 2.7km 全ての 4車線化拡幅が完了した。 

                ■経 緯  

昭和 36年度 都市計画決定(中野上町～稲荷坂南・八王子 IC～左入橋) 

昭和 39年度 都市計画決定(稲荷坂南～八王子 IC) 

昭和 51年度 都市計画変更(八王子 IC～左入橋) 

昭和 54年度 事業化(谷野街道入口～左入橋) L=1.4km 

昭和 62年度  事業化(中野上町～谷野街道入口) L=1.3km 

平成 4 年度 部分開通①(谷野街道入口東～左入橋) L=1.1km 

平成 11年度 部分開通②(谷野街道入口付近～谷野街道入口東) L=0.3km 

平成 26年度 部分開通③(中央道跨道橋付近～谷野街道入口付近) L=0.3km 

平成 28年度 部分開通④(中野上町～稲荷坂) L=0.6km 

平成 29年度 全区間 4 車線開通(稲荷坂～中央道跨道橋付近) L=0.4km 

                     →令和 4年度 事後評価完了 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

大中通り入口 

川口川橋 

中野上町 

川口川橋南 

 

整備前 

プロジェクト完了前の交通状況と歩行空間 

■位置図 
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■諸 元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    本プロジェクトは平成 29年度にプロジェクトの対象区間 2.7ｋｍが全線 4車線 

   供用となった。 

    これによって当該区間の交通渋滞が緩和された他、歩行者・自転車事故発生件数 

   が減少し、沿線地域の土地区画整理事業と連携してまちづくりを支援している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト完了後の交通状況と歩行空間 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区    間：自）東京都八王子市中野上町 

至) 東京都八王子左入町 

計画延長：Ｌ＝２．７ｋｍ 

事業期間：昭和５４年度～平成３０年度 

事 業 費：約１９７億円 

平面図 

標準横断図 

【整備前】 

【整備後】 

 

拡幅後は急ブレーキ回数が減り、事故も減ったと 

感じている。 

 

物流企業より 

拡幅後は稲荷坂交差点付近の細街路を通過する 

交通が少なくなり、事故の危険性が減ったと感 

じている。 

近隣小学校より 

稲荷坂南交差点で右折可能となったことで、 

中野団地方面に向かう一般車の混乱がなくなり、 

安全性が向上した。 

西東京バスより 

 

  

整備後 

大中通り入口 

川口川橋 

中野上町 

川口川橋南 

大型商業施設出店計画の概要 
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 国道 16号は神奈川県横浜市、相模原市、東京都八王子市、埼玉県さいたま市、千葉県千

葉市など都心から 30～40km 圏の主要な都市を結ぶ延長約 330kmの環状道路である。 

 八王子拡幅は、国道 16 号の交通渋滞の緩和、安全・快適性の向上、緊急輸送道路ネット

ワークの確保及び土地区画整理事業への寄与を目的としたプロジェクトである。 

 本プロジェクトの対象区間は、東京都八王子市中野上町から同市左入町までの延長

2.7km となっており、計画交通量は 28,800台～41,000台／日、車線数は 4車線、事

業期間は昭和 54年度～平成 30年度、全体事業は約 197億円である。 

 

図 1 整備前後の時間帯別旅行速度の変化 

（国道 16号：中野上町交差点～左入橋交差点） 

 

  

１. プロジェクトの内容と目的 
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■諸元・概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八王子拡幅は、昭和 36年度・昭和 39年度に都市計画決定され、昭和 54年度・昭和 62年度

に事業化し、昭和 60年度に工事着手した。その後、平成 4年度より、八王子市谷野街道入口東交

差点～八王子市左入町交差点の区間から順次開通し、平成 29年度に全区間 2.7ｋｍが全線 4車

線開通した。 

 

事業区間：自）東京都八王子市中野上町 

至) 東京都八王子左入町 

計画延長・幅員：2.7km・25.0～30.0m 

車線数：4車線 

計画交通量：28,800～41,000 台／日 

事業期間：昭和 54年度～平成 30年度 

事 業 費：約 197 億円 

と う き ょ う と は ち お う じ し な か の か み ち ょ う  

とうきょうとはちおうじしさにゅうちょう  

計画の概要 

標準横断図 

【整備前】 

【整備後】 

平面図 

 

整備前 

 

整備後 

歩道が広くなり安全・快適性が向上 
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1） 種々の定量的効果 

ａ） 八王子拡幅区間の渋滞解消 

    八王子拡幅の４車線開通に伴い、上り方向（相模原方面）を中心に旅行速度が向上している。 

一方、下り方向（昭島方面）の谷野街道入口交差点が左折車で渋滞が発生しており、左入橋交

差点においても、八王子バイパスとの合流部となっており、拡幅区間の渋滞が移動し、速度低下が

見られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２. プロジェクトの効果 

図 2 平面図 

図 3 時間帯別旅行速度の変化(下り線・上り線) 

1 1 

1 

資料：ETC2.0 プローブデータ 

〈整備前〉H28.4～H29.2（平均） 

〈整備後〉R3.4～R4.3（平均） 

写真 1 稲荷坂南交差点付近の渋滞状況(発生・解消) 
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ｂ） 八王子拡幅区間の交通事故の減少 

本プロジェクトの整備前は、歩道がなく歩行者や自転車は路肩を走行していたため、歩行者が関 

連する事故が多く発生していた。しかし、本プロジェクトにより歩道が整備され、安全・安心な歩行 

空間が確保された。 

歩行者・自転車事故件数は、整備前の平成 8年から平成 11年までの 4年間での歩行者・自転

車合わせて平均 26件/年発生していたが、整備後の平成 30年から令和 2年では平均 9件/年と、

6割以上減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
歩行者は路肩を通行 

（歩道なし） 
 広幅員の歩道が整備され、 

安全性が向上！ 

 

 

  

図 5 整備前横断図 図 6 整備後横断図 

写真 2 整備前の歩道の状況 写真 3 整備後の歩道の状況 

6割以上 
減少 

2 2 

2 

図 7 歩行者・自転車事故平均発生件数の推移 

国道 16 号 

中野上町交差点 

～ 

左入橋交差点 

図 4 歩行者・自転車の交通量 
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 稲荷坂南交差点は、拡幅整備前は右折禁止であったため、細街路・団地内への抜け道利用が多か

ったが、整備後は右折利用が可能となり抜け道利用は少なくなった。 

 細街路・団地内の事故は、整備前の平成 28年は 7件発生していたが、整備後の令和 3年は 2件

に減少した。 

 
図 8 国道 16号上りから八王子市役所方面の経路変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ） 安全・快適性の向上 

図 9 国道 16号上りから八王子市役所方面の 
経路分担率 

図 10 細街路や団地内での 
死傷事故発生件数 

図 11 稲荷坂南交差点(南方向)の交通量の変化 

拡幅後は稲荷坂交差点付近の細街路を通過する 

交通が少なくなり、事故の危険性が減ったと感 

じている。 

近隣小学校より 

稲荷坂南交差点で右折可能となったことで、 

中野団地方面に向かう一般車の混乱がなくなり、 

安全性が向上した。 

西東京バスより 
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費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝  
 

 
＝                       ＝ １．２ 

 本プロジェクトの建設費や維持管理等の費用（Ｃ（Cost））に対する投資効果としては、渋滞解消に 

よる①走行時間短縮効果、②走行経費減少効果、②交通事故減少効果を地域が受益している便 

益（Ｂ（Benefit）であると想定されるため、この費用便益比（Ｂ／Ｃ）の関係を投資効果として分析した。 

 この結果、本プロジェクトのＢ／Ｃは 1.2 となり、投資コスト以上の便益を地域にもたらしていることに 

なる。 

 

■プロジェクトの投資効果の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

※建設～供用期間の総費用、総便益については、物価の変動や利率などによる社会的な貨幣 

 価値の年変動を、社会的割引率 4％として考慮（現在価値化）し、算定している。 

 

 

 

  

ｄ） プロジェクトへの投資効果 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝ ４．５％ 

５２６億円 

４４９億円 

 

供用後 50 年間の時間短縮・走行経費減少・事故減少便益 

建設費＋供用後 50 年間の維持管理費 
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2） その他の効果 

ａ） 土地区画整理事業への寄与 

本事業は公共施設管理者負担金制度の活用により、土地区画整理事業と連携して用地取得を円

滑に実施した。 

本事業が基盤整備の骨格となり、沿線地区は住居・工業・商業系地域からなる市街地を形成、大

型小売店舗や道の駅の立地等を促し、地域生活拠点機能の充実と沿線地域の活性化に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 12 八王子拡幅区間周辺の DID 地区の拡大状況 

 

 図 13 沿線地域の土地区画整理事業 
 
 

  

事業

名称

①中野西土地

区画整理事業

(八王子市施行)

②中野中央土地

区画整理事業

(八王子市施行)

③宇津木土地

区画整理事業

(八王子市施行)

④八王子インター

北土地区画整理

  事業(組合施行)

都市

計画

決定

平成10年2月

平成4年12月

（平成15年11月

変更決定）

平成5年12月

（平成10年3月

変更決定）

―

事業

計画

決定

平成11年3月 平成5年7月 平成6年8月 平成25年1月

事業

期間

平成10年度～

令和11年度

平成5年度～

令和7年度

平成6年度～

令和23年度

平成24年度～

平成28年度

施行
面積

54.6ｈａ 18.4ｈａ 55.0ｈａ 15.4ｈａ

図 14 大型商業施設出店計画の概要 

図 15 大規模小売店立地数の推移 

資料：全国大型小売店総覧 

資料：八王子市ホームページ（拠点整備部区画整理課） 

DID 地区データ：国土数値情報より 

出店が倍以上
に増加 
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八王子拡幅区間では、八王子駅と周辺団地・大学を結ぶ路線バスが平日に 358本/日（ピーク時

は 3分間隔）運行され、地域交通を支える重要な路線となっている。 

八王子拡幅の整備により、当該区間の旅行速度が向上し、地域公共交通サービスの利便性向上に

貢献した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 八王子拡幅区間を通過する主な路線バスの運行状況 

 

図 17 国道 16号 八幡町交差点～谷野街道入口交差点の旅行速度 

 

 

 

 

 

ｂ） 路線バスの定時性向上 

拡幅後は、八幡町～谷野街道入口間の渋滞解消で

バスの定時性が確保され、バスの利便性向上、従

業員の労働時間の削減にも繋がった。 

西東京バスより 

八
王
子
拡
幅 

Ｌ
＝ 

 

ｋ
ｍ 

2.7 
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３. プロジェクト実施にあたっての特記事項 

1） 交差点の新設及び機能補償道路等の追加による既設交通機能の確保（地元要望） 

国道１６号と八王子市道 842号線は、相互方向に出入りが可能であるが、国道１６号の４車線化に

伴い、当初計画では中央分離帯の設置により国道１６号から市道へ、市道から国道１６号へ共に右折

が出来ない形状であった。しかし、地元より相互交通の要望を受け、消防車、救急車等の緊急車両の

通行機能確保として、交差点の新設及び機能補償道路等を追加し、既設交通機能を確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 18 既設交通機能を確保するための計画変更 

  

当初計画

変更計画

４車線化により中央分離帯を設置するため、国道１６号と市道842号線から共に右折が出来ない計画。

右折が出来ない

稲荷坂南
交差点

至

相
模
原 稲荷坂

交差点

市
道

都
計
道

一方通行
出口

マンション

×
×国道16号線

上り線(２車線)

至 ひよどり山

墓 苑

東京都緑地保全地域

鋼管矢板自立式土留工への変更

東京都緑地保全地域

交差点新設

機能補償道路
の追加

用地買収
の追加

市
道

狭隘かつ急勾配で
一方通行区間あり

下り線(２車線)

国道の縦断勾配を考慮し、交通の安全性を確保した交差点の位置を検討し、新設交差点及び
機能補償道路を追加。

至

昭
島

②

② 狭隘かつ急勾配状況

至 昭島

稲荷坂南
交差点

至

相
模
原 稲荷坂

交差点

市
道

都
計
道

一方通行
出口

マンション

国道16号線

市
道

上り線(２車線)

下り線(２車線)

墓 苑

至 ひよどり山 鋼管矢板自立式土留工への変更

撮影：H27.9

機能補償道路の追加

位置図
至 昭島

市道842号

中央道

４
車
線
区
間

２
車
線
区
間

ひよどり山地区

稲荷坂南（交）

稲荷坂（交）

交差点新設

①

位置図 

市
道

稲荷坂南
交差点

至

相
模
原

市
道

稲荷坂
交差点

至 ひよどり山

国道16号線

マンション

一方通行
出口

①

至

昭
島

① 市道842号入口付近

撮影：H26.8

現況平面図 
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1） 緊急輸送道路ネットワークの確保 

八王子ＩＣ周辺では複数の道路整備が事業中であり、整備効果を早期に発現するため八王子ＩＣと

のアクセス向上が図られる北側区間より段階的な整備を実施。 

また、南側ではバス停車による後続車の進行阻害が渋滞要因の１つとなっており、バス停車帯の

暫定整備を土地区画整理事業と連携して早期取得した用地を活用して実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 八王子ＩＣ周辺の道路整備 

 

 

５. 考察 

八王子拡幅の開通により「拡幅後は稲荷坂交差点付近の細街路を通過する交通が少なくなり、事

故の危険性が減ったと感じている。（小学校）」や「拡幅後は、八幡町～谷野街道入口間の渋滞解消

でバスの定時性が確保され、バスの利便性向上、従業員の労働時間の削減にも繋がった。（バス会

社）」といった声をいただいていることや、歩行空間が確保されたことによって歩行者・自転車事故発生

件数が６割以上減少しているなど、整備の効果を実感している。 

プロジェクトの目的である国道 16号の交通渋滞の緩和、安全・安心な歩行者空間の確保、まちづく

りの支援について、様々な整備効果が発現しており、今後の事後評価および改善措置の必要はないも

のと考えられる。 

 本事業端末の左入橋交差点において、依然として渋滞が発生していることから、隣接する事業との

連携により、効率的・効果的な整備計画を立案し事業を推進する工夫が必要であった。 

４. プロジェクトによって得られたレッスン 

【参考資料について】 

本プロジェクトの参考資料については、下記の関東地方整備局のウェブページでご参照い 

ただけます。 

参照 URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon00000236.html 

 

図 21 バス停車帯の暫定整備による渋滞緩和(イメージ) 

図 20 北側区間の先行整備による IC アクセス向上 

八王子市 IC周辺では、複数の道路事業により IC への

アクセス向上を計画 

・国道 16 号八王子バイパス：平成 3 年全線開通 

 ⇒IC東側からのアクセス向上、現道 16 号のバイパス機能 

・国道 16 号八王子～瑞穂拡幅：平成 4 年滝山地区開通 

 ⇒IC北側からのアクセス向上 

・新滝山街道：平成 10 年開通 

 ⇒IC西側からのアクセス向上 

国道 16 号八王子拡幅の北側区間の先行整備により事業効 

果の早期発現を実現 

https://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon00000236.html

